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論文内 容の要 1::. 国
近時体外循環による開心術の際に低分子量デキストラン (LMWD) の添加が，末梢血管における
sludging を予防するために広く用いられる様になった口しかし LMWD 添加は血液凝固能には著明な
障害を及ぼさないといわれているが未だ詳しくは判っていない。又その添加量に関しては，現状にお
いては使用者がそれぞれの経験によって決めているにすぎない。本研究は体外循環に LMWDを添加
した際，その血液凝固能に及ぼす影響を切らかにし，かっその添加量の基準を決定せんとするもので
ある。
〔方法並びに成績〉
円盤型人工肺を用いて常泊下体外循環を行なった関心術症例66例を対象とした。この内装置充填血
液に1096LMWD 溶液を5.5""""17.8%の割合に添加した53例を添加群とし，添加しなかった13例を全
血群とした。添加率は次式で求めた。
LMWD 添加量 (ml)添加率(泌)J 一 一 /旬、 x100 装置充填液量 (ml~
血液凝固能検査は Thrombelastogram (TEG) を .=L とし，血小板数(Ltiは:法) ，プロトロンビン
l時間 (Ouick 1 段法) ，血衆ブイプリノーゲン量 (Gram 変法) ，線維素溶解酵素活性度(フイプ
リン平板法)を測定した口 TEG の各数値の計測は Hartert の基準によった。測定は体外循環前は気
行|川市官後(術的) ，休外循環終了後はヘパリンを完全に rlJ和した後(術後)に行ない，両者を比較
検討したD
1) T EG 
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添加群20例と全血群 8 例について測定。術前値よりの変化量を実数値で示す。 r ， k , r 十 k は延
長すれば(+ )，短縮すれば(-)， m a は増加すれば(十)，減少すれば(-)とする o
i) r (分) :添加群は +3.7 士1. 21 ， Þ く0.01 で術後延長する。全血群は -2.2土 0.84 ，
p く0.05 で術後短縮する口
i) k (分) :添加群は十 4.4 土1. 15 ， P く0.005で術後延長する口全血群は -2.0土 0.34 ， p くO.
001 で術後短縮する。
ii) r 十 k (分) :添加群は十 8.1 土 2.28 ， p く0.005で術後延長する口全血群は -4.2 土 0.90 ， p 
く0.005 で術後短縮する。
iv) m a (mm) :添加群は 8.6 土1. 36 , P く0.001 で術後減少する。全血群は +4.2 士1. 76 , 
p く0.001 で術後増加する。
v) 線維素溶解現象は両群とも 1 例も起らない。
2) その他の変化
i) 血小板数:添加群50例，全血群 5 例について測定。術前値を10096 として変化率(労)で示す。
添加群は濯流終了直後(濯流後) , 57.0 土 2.97，術後88.6土 6.32，全血群は濯流後 53.6 士7.25
術後89.2士 3.70で両群の聞に有意の差はない。
i) プロトロンピン時間(必) :添加群 8 ，例全血群 9 例について測定。添加群は術前92.6 土 4.04 ，
術後73.5 土 6.90，全血群は術前96.7 士 2.90，術後73.9 土 3.05で両群の聞に有意の差はない。
ii) 血衆フイプリノーゲン量:添加群13例，全血群 9 例について測定。術前値を100%として変化
率(泌)で示す。添加群は濯流時間の増大と共に漸減し，濯流後67.6 士 6.24，術後 71.6:l 8.38 で
ある O 全血群は濯流中の減少は軽微で，濯流後 81. 6 士 4.90，術後90.0士 2.18 である D 添加群は
術後全血群に比し，有意の差 (p く0.05) をもってかなりの減少を示す。
iv) 線維素溶解酵素活性度 (mm2) :添加群10例について術前・濯流前・中・後，術後について測
定。全例活性化は認められない。
3) 添加群におけるTEGの変化と体外循環条件との関係。
体外循環により術後の血液凝固能に大きな影響を与える凶子として考えられる濯流時間，血薬ヘモ
グロビン増加量(赤血球破壊の指標となる) , LMWDì添加率，体重 1 Kg 当りの LMWD使用量等
と TEGの変化との関係を検討した。添加率7.4%より 14.796の範囲では添加率の増大と， k , r + 
k はその延長との聞に正の相関を， Itli1の減少との聞に負の相関を認めた。それらの相関係数は， k 
は r= 十 0.68 (p く0.01) , r 十 k は r ニ十 0.59 (p く0.01) , m a は r ニー 0.68 (p <0.01)であ
る。
4) LMWD添加に関する基準の決定。
体外循環施行に際し，装置充填血に LMWDを添加した場合正常範囲をこえて血液凝固能が低下す
るものは総て LMWDの添加率が8.8%以上の症例であった。
〔総括〕
1) LMWD を添加して体外循環を行なう 11寺， LMWD 添加率が8.8労以上では r(ll液凝回能の低下
をきたした。
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2) TEGの変化は添加群では術後 r ， k , r 十 k が延長し， ma が減少した。しかし全血群では
r , k , r 十 k が短縮し， ma が増加した。
3) 血小板数，プロトロンビン時間は添加群と全血群との聞に有志の差はなかった。
4) 血祭フイブリノーゲン量は添加群では全血群に比し，術後有志の差で減少した。
5) 線維素溶解現象は両群とも起らなかった。
論文の審査結果の要旨
最近体外循環による関心術の際に低分子量デキストランの添加が，末梢血管における sludging の
防止，血液節減，同種血液症候群の予防，肺合併症の減少等のために広く使用される紘になった。し
かし低分子量デキストラン添加は血液凝固能には著l珂な障碍を及ぼさないといわれているが，未だ詳
しくは判っていない。又その添加量に関しては，現状においては使用者がそれぞれの経験によって決
めているにすぎない。本研究は体外循環に低分子量デキストランを添加した際，その血液凝固能に及
ぼす影響を明らかにし，かっその添加量の基準を決定せんとした口
円盤型人工心肺を用いて常温下体外循環を行なった開心術症例66例を対象とした。乙の内装置充填
血液に1096低分子量デキストラン溶液を5.55ぎから 17.896の割合に添加した53例を添加群とし，添加
しなかった13例を全血群とした。血液凝固能検査は Thrombelastogram を主とし，低分子量デキス
トラン添加による体外循環症例の血液凝固能に及ぼす影響について検宋し，次の成績をえた。
1 ) Throm belastogram の変化は全血群では術後 r ， k , r 卜 k が短縮し， m a が増加するの
に対して，添加群では術後 r ， k , r 十 k が延長し， ma が減少した。
2) 血小板数，プロトロンピン時間は添加群と全血群との聞に有志の差はなく，血築フィブリノ
ーゲン量は添加群では全血群に比し術後有志の差で減少した。
3) 線維素溶解現象は両群とも 1 例も起らなかった口
4) 低分子量デキストラン添加率， 7.4%から 14.896の範囲内では，添加率と k ， r + k の延長
との聞には正の相関を， ma の減少との聞には負の相関を認めた。
5) 体外循環における低分子量デキストラン添加率としては 8.8 必以上では血液凝固能の低下を
きたすことを明らかにした。
即ち本研究は体外循環を施行するに際しての低分子量デキストラン添加は血液凝固能を低下させる
ことを明らかにし，かっその添加率の限度を規制した有意義な研究である。
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